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パスファインダーとは？ 

 Pathfinder（パスファインダー）とは、探検者／草分け／開拓者の意。レポート作成や論文作成で、何を

すればいいのか、どこへ行けばいいのかわからない！そんな人のための助けになるように作成した、学問の

「道しるべ」です。 

 

 

作成日：2016年 1月 14日 

大阪大学 外国学図書館 ｜ 箕面キャンパス ｜ 

ラーニングコモンズ るくす｜ LSチーム  



I. イントロダクション 

 

 研究計画書 とは？ 

 大学院を目指す学生にとって、研究計画書の作成は必須、かつ最も重要なプロセスです。大阪大学の大学

院においても出願書類の一つとして提出が求められます（※2015 年現在、言語文化研究科は 1000 字程度、

人間科学研究科は 4000字程度）。しかし、いざパソコンに向かっても「何を書いていいか分からない…」と

いう人も多いのではないでしょうか。そんな悩める皆さんに向け、研究計画書を書く一助となる書籍をご紹

介します。 

 また大学院を目指す人だけでなく、卒業論文の執筆を控える皆さんにとっても、研究計画書の作成は卒論

執筆の、心強い道標となるでしょう。何か始めなければいけないけれど、何から始めればいいか迷っている

人にも、現状把握の手段として研究計画書を作成することをオススメします。 

 

※ここで挙げる書き方などはあくまで一例です。必ず志望する研究科、及び該当年度の入学要項を熟読し、その形式

に従ってください。 

 

対象：大学院進学を目指す学生、卒業論文の執筆を控える学生など 

 

II. 研究計画書には何を書くか 

 

 研究計画書に必要なこと 

 形式はその時によって異なりますが、主に以下の 5つの事項が必須とされます。 

 

① 研究テーマ 

研究計画の根幹となる部分です。タイトルを含め、言葉を慎重に選びましょう。 

 

② 研究目的 

研究計画で最も重視されるものが研究目的といえます。自分が研究で何を明らかにしたいのか、突き詰

めて考えましょう。 

 

③ 研究内容 

自分が今まで何を明らかにして、または何ができなかったのか、先行研究に依拠しながら、具体的に述

べていきましょう。 

 

④ 研究方法・計画 

研究目的を達成するために、最も適した研究方法を考えましょう。例えば、質的な調査を行うのか、も

しくは多くのデータを扱って分析する量的な調査を行うのか、などが挙げられます。また、修士課程の

間に、その研究が遂行可能かについても、慎重な検討が必要となります。 

 

⑤ 研究成果に期待されるもの 

研究の意義です。自分の研究が学問的・社会的にどのような貢献ができるかを述べましょう。 



 

III. 「研究計画書の書き方」にまつわる図書 

 

 細川英雄（2006）『研究計画書デザイン-大学院入試から修士論文完成まで』東京図書 

 大学院を目指す人を対象に、進学にあたっての心構えから、修論を書き終えて卒業するまでの進路設定、

また「研究とは何か？」といった問いに至るまで、丁寧に解説されています。研究計画をじっくり考えたい

人に読んでほしい一冊。【外国図-4階キャリア支援図書 I】 

 

 進研アカデミーグラデュエート大学部 編、野林靖夫監修（2002）『これで書ける！大学院研究

計画書攻略法』オクムラ書店 

 初めて研究計画書を作成する人を対象に、定型に沿って文章を書く「フレーム法」という方法を解説して

います。また、研究計画書以外にも、専門試験に役立つ文献紹介や、面接試験対策についても記述されてい

ます。【外国図-4階開架 377.5||10】 

 

 工藤美知尋 編集・監修（2009）『すべて合格実例！大学院に合格する研究計画書の書き方』ダ

イヤモンド社 

 主に文系学問の研究計画書の実例が 40 以上紹介されています。経営学、教育学、政策系など、多くの研

究分野を網羅しており、実際の書き方の参考になります。研究計画書提出まで時間のない人にオススメの一

冊。【外国図-4階開架 377.5||9】 

 

 独立行政法人 日本学生支援機構（JASSO）「実践研究計画作成表」 

http://www.jasso.go.jp/tokyo/text.html#kenkyuu2 （最終閲覧 2016.1.14.） 

 奨学金の貸与を主な業務とする JASSO が、留学生支援の一環として研究計画書の作成法や計画書の実例

を公開しています。日本人学生にも有用な内容となっていますので、活用してみてはいかがでしょう。 

 

 

IV. 大学院での研究生活をイメージするために 

 

 大槻義彦（2004）『大学院のすすめ』東洋経済新報社 

 大学院志望者に向けて、入試の段階のみならず、研究生活や修了後の進路についても述べられています。

進学にあたって、実際の研究生活を知るための参考になるでしょう。【外国図-4階キャリア支援図書 I】 

 

 佐藤裕・三浦美樹ほか（2014）『人文・社会科学系大学院生のキャリアを切り拓く』大月書店 

 大学院への進学を希望しつつ、将来のキャリアに不安を抱える人に読んでほしい一冊。研究者への道だけ

でなく、企業への就職についても、具体的な事例を交えながら解説されています。 

【外国図-4階キャリア支援図書 I】 

  



 

V. さいごに 

 

 一度書いた研究計画書は、提出前に他人に読んでもらいましょう。自分では気づくことができなかった間

違いや、研究の疑問点をチェックしてもらうことで、より良い計画書ができるはずです。その際には、図書

館 LSもぜひ活用してください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［パスファインダーの凡例］ 

 図書の情報は以下の順に表記しています。（主に論文の参考文献に使われている書式です。） 

著者名（出版年）『本の名前』出版社名, 翻訳者名（あれば） 

 

 説明の最後に、【 】で貸し出し可能な図書館と配架場所、請求記号を記しました。 

総合図 → 総合図書館（豊中キャンパス） 

生命図 → 生命科学図書館（吹田キャンパス） 

理工学図 → 理工学図書館（吹田キャンパス） 

人図 → 人間科学研究科図書室（吹田キャンパス） 

外国図 → 外国学図書館（箕面キャンパス） 

外国図-雑誌 → 直近 1～2年に出版されたものは 3階雑誌コーナー、バックナンバーは 1階書庫 

電 → 電子ジャーナル、電子ブック 

※雑誌、電子ジャーナルは、すべての巻号が利用できるとは限りません。 

 

 検索を容易にするために、ISBN（各図書固有の識別番号）や ISSN（各雑誌固有の識別番号）を記してい

る場合もあります。 

 

 外国学図書館を中心に紹介していますので、記載している場所以外でも貸し出し可能の場合があります。

図書館各階にある検索端末で確認するか、カウンター/LSデスクまでお尋ねください。 

 


